
北海道の原生林におけるキクイムレ

の寄生と針葉樹の辺材水分との関係

井 上 ヌじ
vx 

什
H
川
d

同
只

目次

I 諸言............................................ .‘・.. .. •• •• •• 167 

11 従来の知見...................... .. ・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・・・ー. •• .. •• •• •• 168 

m 調査の 1I 的.................... • ・・・・ a ・ ・・・・ ・ •• .• .. .. •• •• .• .• •. •• •. 168 

IV 調査筒所および年度......................... .・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・ー. 169 

V 訳査方法・・・・ー・田・・・・・・・・・・・・・・ー・・ ・・・ー ・ ー.. • ・・ ー.... .・. •. •• .• •..• 169 

¥'1 訳査結*.・・・・・・・・・・・・・・ー・・・ー .•••••••••••••••••••• • ー・ •• 169 

(1) 虫~f木の辺材 r~i;における合水率ー・・ー .. •• •• •• •• •• •• •• • • • • .. •• •• .. •• •• •• 169 

(2) 樹休|内におけるキクイムシの分布..... .目・・・・・・・・・・・・・田・・・・・ー・・‘・・・・・・・ 170 

(3) 辺材間の合水率とキクイムシ分布との関係 .• • ・・・・ ・・・・・・ー・ー・ .••..•••• 173 

vll 摘 l及. .・・ ・・・ ・ ・・・ー・ ・・・・目.......... ..目. •• .. •• •• •• •• •. •• •• .• •• •• 176 

司11 結 言..... • ・・ ・・ a ・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・ E ・. " •. •• .. •• .. " •• .. 176 

文 献 ..... . ・ ・ ・・・・・ー・・・・・・・ ・・・. .• •• •. •. •• .. .. .. •• •. .. •• •• •• 177 

R駸um� ..............・・ ・ • .. .• •• •• .. •• •• •• .. •• •• •• .• .. •• •• •. .• .. •• •• 179 

I 緒 苦吾

Eヨ

北海道の討葉樹林にお・ける !TQ袋容!1(はキクイムシ，カミキリムシ，ゾウムシ ~-S>の穿孔丘lやツ

ガカレハ(マツケムシ)である。今尖戦争前後にたける森林のJj'ìfJとや戦後の緊急[)JJ択にともな

う校条，末木の不~fìぶから，キクイムシやカミキリムシの被告:が著しく増大していたととは駆

除の実桁よりみて lリj らかである。

また，こと 2 ・ 3 ;'j滑なからは原資タトと称し)J;[~I三林内の虫l~i守木を数百万石伐.}~している。

北海道のエゾマツ p トドマツ!日〔生林をfJd来すると，そのf司王ロにある脱皮の虫害木が発生する

ととは，今日まで避け難いものとされているが，特に老齢過熱木の択伐にともなう !tt筈がはな

はだしいときは，残存木が火の凶舟1，1'.を作たやして次第に枯死するととがるる。

その));[ I!_、l は )!j〔生林の環境佐曜にともなう間気象の変化，すなわち p 物.fIJU'I/~条件の変化で、あっ

て，これには出度，防〉ι 湿度， J.il\\.等があげられる。とくに批点状択を行った場合，隣接残イ子

二本は今まで Illí~であったととろにむi5}):な I1 身、j を受け， 周囲の出!立が l二持し， さらに風街がは
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げしくなって樹休の乾燥をきたす結果， キクイムシやカミキリムシあるいはヱゾマツ青変f!Q

(Ceratostomell ae がceae MÜNCJJ) に公そわれやすくなると W(，釈されている。

とのように樹f本内の合水率と穿孔虫との関係はきわめて主塾長で重うるにもかかわら-p，今日ま

でエゾマツ， トドマツについて何等の研究もなかったことははなはだ遺憾であった。

筆者はとの関係を l切らかにすべ〈少しく調査を行ったので，結果の概主与を報告する次第であ

る。もともととの研究は戦時'1'に行ったものであるがp 格戦後の混乱した時代に原稿を紛欠し

逐いに今日まで発見できなかった。たまたま 111'''1'.8 n 旧復命苦?を発見するととができたので，

それを元にして多少補正を行い新かなづかいに古ニき改めたものである。

なむ， との制査に当って本試験林の実態調査白川を実施されいろいろ御援助下さった元場長

(現北ん法学部林学科訪~rrnî) flIÆ部 IE~;口氏に探，I1{の謝立を去する。

また，木干1;:' を取り極め上村iに対し間々t:rIFJÏ 'I'I!f を )Wjった林業試験場長大政 IE隆/(\t士，今関1i~誕

百，:IIL長むよび]ヰq-jtç北海道支場長柳下鋼也氏に感謝の立を去する。

日従来の知見

ヱゾマツ ifJ!{C ~:，)' ~tするキクイムシヰ?にヤツバキクイ(Iρstyρograρhus LTh"'N湜 f. jaρonicus 

NUSIMA)，ヱゾキク CPolygraρhus jezoensis Nnsuu) その他の樹体内にふ、ける分布状態に

ついてはlEf川真辛J) ， 玉買)\'; jJ)rj1ûI乏の研究誠一計があるが，具体的に樹休内の水分との関係に

ついてはJ命及してはいない。

さらにヱゾマツ知のキクイムシ寄生による立布liの原因に関しては新島善也S川，市岡大学10) ，

川 *11日]門治11) iÌlf野広道IE6)23=の報告がある。とれらを要約すると被害はや'J"fjかの原凶により

衰弱せる林分または老大木を，/，心に発生するとと，換言す，rLiば、 i川lυliJ氏等はf引ρ仰IJ可1リIJ~õ~凶2坊均か込の)原5京~ 1悶主刀lで

去弱しい， 樹f付休イ本4内の/水k分が欠乏するときキクイムシ類の被f待主が発生する f何傾ぜ頃刷iI川向A訂川jμlに乙 4るうることを j注主ぺ

た。しかしながら，とれらの l記述はきわめてtlll象的で，樹休14の水分とキクイムシの分布との

関係について具体的に研究されていない。

また， トドマツの虫容と樹休内水分との関係について研究されたものは今1=1 まで見当らな

し、。

III 調査の目的

北海道のヱゾマツ CPicea j ezoensis CAlm) ，アカヱゾマツ (Picea Glehni MAS'l'El:S) , ト

ドマツ (Abies λ![ayriana MIYAllE et KUDO) 等の出生林~::~いて，大宮:木がキクイムシの寄

生をうけはじめている際，すなわち，虫件枯死直前にふ、ける樹高別辺イオ7郊の合水率と士主要キク

イムシ~f.Etとの関係を l切らかにするととを目的として本調査ゐよび:試験を行った。



北海道の原生林におけるキクイムシの寄生と針葉樹の辺材水分との関係(弁上) -169 ー

W 調査箇所および年度

a) ;~，'â査附所.北見営林同列}j'管，紋別郡生川!J;{村所在時一 f-~経営区 49-50 林班

b) 訓杢年度 1941~ 1942 /'1 ミ CI({手11 16~17 /'jこ)

V 調査方法

ヤツパキクイ，ヱゾキクイ p トドマツキクイ CPolygraρhus ρroximus NUSI ì\IA) 与は樹

皮下の辺村部形成)長附・近i乙宿生ずる Hrln'C'あるから，辺材1)，)の水分といかなる関係にあるやを

j;n らんがため， 'J拘11己の原生林iこ沿いて H問11 17 /'j~. 8 JJ 下'rl]:，ýiJr血容のアカエゾマツ 2 本，クロヱ

ゾマツ 1 木p トドマツ 1 本を伐ffJj し， 2m ごとにHî二 1t [ilij J(JÎに各 15 cm2 C厚さ 2cm) の試験J14

をとり也に争iJ皮し，野外に沿いて!日[i!i量をf'I'量し必き，後f1 乾燥片品にて結乾せしめ，とのIiIH亡

点発した成分と組112せる辺村部主量とのよ仁をもって辺材部にゐける合水率とした。すなわち，

とれが3Jf/ 1の公式は火のと去りである。

(辺村五1\生'Ti:量)一(辺村部組乾l1í:量)一 ~.'I';. ',:'."luH..n'._; _ X 100 C~ x% 
辺村部組乾反量

以上の公式によって'1;?:1I 1 したHî北両日'rÎにむける合水率を千均し，樹高lJIJの辺材部合l]\率とみ

なし， 1七況がそれぞÜ，ほぽ I ， ;J-であるという似広のもとにゐいて，そのl]\分を32 じたものであ

る。

々に合ノk率を iiNð杢せる|療にとった 15cm'J の各i~.i:\験JJïC寄生"1のキクイムシのほ孔ゐよびカ

ミキリムシの幼虫孔数を，:M1査した。

\1 調査結果

(1) D1許水の辺村部にふもける合ノk率

IÎÍjJJiの方法で1jb試木の辺材ì'H)の合ノ'J'\.率を ;.-DM査したととろ Table 1. のとたりである。

イjbjょt*1心)，'1査当 n寺それぞれ前，;己 3 聞のいやJしかの寄生をうけつつあったもので， NO.1 アカ

エゾマツゐよび No. 2 エゾマツはすで、に主I~VIJ変決葉しGつあって， 一見被守木なるととを

];11 りうる程度のものである。 No. 3 トドマツ必よび No. 4 アカエゾマツは結実着生し素人で

は外観上被害木として判定できない科度のものであって，売払処分上で、は生立木として取り扱

わるべき程度のものである。とくに No. 4 アカヱゾマツのごときは直営生産('古行祈伐)当時

の伯頭部fJí.m木であって，専門家にでも外観上寄生の有無を判定し難い程度の生立木である。

とれらの事実を念頭にゐいてアカエゾマツについてみると No.4 のごとき生立木の場合

は，枯j幹のいすれの場合においても合水率は 138~175% の IUJ にあるも， No.1 のごとく虫寄

進行中のものにありては地 I二 1m のと F ろに沿いては 179%，地上 8m のととらにおいては
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I 米 179

2 151 

4 134 

6 120 

8 116 

10 85 

12 68 

14 63 

16 58 

18 78 

20 92 

22 75 

24 59 

26 62 
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Table 1. 虫害木の辺材fSi)における含水率

(昭和 17 年 8 月下旬説、査)

水率(%)

~o.2 ~~3 No.4 備
エゾマツ i トドマ γ lアカエゾマツ|

193 1 1 1 146 I (1) 含水率刷、数点以ド凶腕入

208 145 138 I (2) No. 1~2 は 50 林班
182 119 153 昭和 15 年度冬期，

153 53 155 No. 3~4 は 49 林班

121 46 175 昭和 16 年度冬期の伐係跡地

位 57 170 における被害木である。

53 54 174 

62 49 154 

71 46 

59 45 

40 55 

37 

39 

76 

考

116%，土til上1O~26m の!i:]I亡おいては 92~58% の合水率を示した。

No.2 エゾマツは No. 1 アカヱゾマツとほとんど 1 ， .Ji設の被害木であるがp やはり地上 1~8

m の合水率は if';j < 208~ 121% の範囲に， 1O~24m までは 82~37%の範1111 にあった。

No.3 トドマツの叫介においては地上 1~4m まで、は合水率 145~111%，地上 6~20m ま

では 57~45% の純閲にあるととを示した。

以 kの結果のみでは資料が充分でなく，今にわかにとれをもって全般を批l析しえな\， 'iJ{， 位

全木の場合は辺村部における上一下の合水率会は，且l押木のそれに比較して苦しくないもののよ

うに考えられる。実際.!J(符イくの場合は日時の経過とともに辺材部の合水率は根元附近より上方

に向い弐第に減少し，上と下では千干しい差がみられる。 1~8:言すれば虫害木のキí'ìlîm'郊の水分は次

第に夫われていくものでZうるととを言j[;Jりすることができたわけである。

(2) 樹休内におけるキクイムシの分布

前日己的決木の樹皮Tに寄生rjlのキクイムシのほ孔および χ~I二の幼.!_ü孔数を調査したが;県は

Tab!e 2.~Tab!e 5. のとむりである。

a. アカヱゾマツ

Tab!e 2. に示したように No. 1 riJM査二十三にはヤツパキクイ，ヱゾキクイ p カパイロホソキク

イ (Crypturgus tuberosus NTl日IMA) 等が寄生していたが， ïJfj二析の加害が最大で、あって，

とくに 1':: [lすべきはヱゾキクイが地上 1~16m の範聞に寄生し， そのiI正も多いのは地上 l~

4m líH;u:であったととである。 ヤツパキクイのほ孔は地上 2~22m の範囲に分布し， JI!U: 
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カパイロホゾキクイおよびカミキリの寄8m 以上の間近に此も多く寄生するととを知った。

生はきわめて微弱でととでは問題とするほどのととはなかった。

No. 4 ;\)，'，]査十三はすでに記述したように外観_!-JÎj'iÎll部が択伐の僚折指し，多少表剃の ft[Ì[，~J ある

生立木でるって，司~IJ査のが;県は Table 5. のごとくャツパキクイは地上 2m に穿入せるも河ご

ととに面白いことには，かかる生立木i乙ヱゾキクイの):上イLが発孔完成に五らや死滅していた。

注していたととでるって，本且lはヤツパキクイよりも生~Ú:一本に好んで、寄生しうる事実である。

クロエゾマツb. 

トウヒノコキアカエゾキクイ pTable 3. に示すように No. 2 調査木にはヤツパキクイ，

三~，が:~r生していた(Monochamus spp.) カミキリクイ (Cryρhαlus ρiceae RNl'ZEIWllG) , 

がp その被守はもっぱらヤツパキクイによって行われ，仙の n宜の力11害はきわめて微弱なとと

を知った。

トドマツC. 

カミキリ等トウヒノコキクイ，Table 4. に示すように No. 3 訓査木にはトドマツキクイ，

が寄生しているが，f;J:孔数よりみて被害はもっぱらトドマツキクイおよび、カミキリ幼虫によっ

ととにトドマツキクイは地上2m より柏頭部まで分布していて行われつつあるととを知った。

トウヒノコキクイは1îú:かに十17頭部附近にのみ認められた。本調査木は択{Jと跡地の11J~立木たが，

であってf1当。がよいためかカミキワの被告をともなっている。

Tabl巴 2. tii!高別キグイム y母孔およびカミキリ幼虫孔分布状況(標準区面積 225口cm)

No. ] 調査木(アカエゾマヅ日通直径 43 cm，樹高 26m，伐恨断面 245 年)野上経常区 50 ~不服
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Table 5. 樹高別キクイムシ母孔およびカミキリ幼虫孔分布状況(標準区面積 225 口 cm)

No.4 調査木(アカ L ゾマツ日通商:径 32cm，樹高 18m，伐根断面 88+ X ，推定 150 年)

北海道の原生林におけるキクイムシの寄生と針葉樹の辺材水分との関係(井上)

野上経営区 49 林班

" ~仇要 i 樹高別 i ヤヅバキクイ|ェゾキクイカミキリ
\、 I--'::，~- =樹皮!享| 晶孔王子布設 「母孔分布数 二効Jm:f扇布薮一

樹高別 、，， 1 直径百「正一両「主一津両I--j宅 -it I 平均面下ゴE 再両
考k

n
u
 r
 
f
 

o (1) 南東の傾斜
o 地。

(2) 南側(士密林
, 0 ;:fU~IJはJ尺伐~，よ
0.5 り開放ぜらる。

(3) 奨l土僅かに
0 寅色を帯びる程
o 度の生立木。

(4) 14米以上折
o 損。
0.5| (5) 昭和 16年度

択伐跡地。
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Fig.2 アカェヅマ y虫害木

野上経営区 50 林班
Fgi. 1 No. 1 調査木アカエヅマツ

野上経営区 50 林班

辺材部の合水率とキクイムシ分布との関係(3) 

以1:..r1\守木の辺村部 iこ手まける合;Jç率とキクイムシの樹休i可分布とについて記述したがp さら

にむいては

とれが関係を吟味してみよう。

ヤツバキクイの最も多く寄生せる部分の合水率範囲は No. 1 調査木 (Fig. 5) 

l乙両持の関係をグラフによって示し，

ヤツノ〈キクイa. 
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Fig. 3 No. 2 調査木rfl近林相 Fig. 4 No. 2 調査木エゾマヅ

野上経営区 50 林班

116~58，%" No. 2 ~iJ ，rJ杢木 (Fig. 6) にむいては 153~53% の柏凶 (20 m J)，_[二は前年の被告

で付:干しのば'~~~;あるも出が王J~イr しないので /5;[;外した)にある。

すなわち p ヤツパキクイ穿入の合水率;ト四H は 153~53% の/1 11であって， その迎合水率1/{[Ï凶

l土 116% 以下のようである。さらに Fig.8 についてみるとヤツバキクイは合成率 138% に

穿入せる痕跡あるも ， 1:J:孔完成にし、たらす死滅している。 しかも/1むJM杢木に沿いては合水率

140% 以|二のととろにむいてはヤツパキクイの穿入が全〈認められなかった。

また， No. 1 .t-;-上び No. 2 ;iJ，I，J査判乙ありでは，合水率 150% l-:J，_f-.J)部分にヤツパキクイ

の i'J:孔は認められるが，いやJt-:も完全なものではなくして，公ゐむねrjlj主にネ、いて樹脂に也込

まれ充分な発j主をとげえなかった。

以上の:rji:実よりヤツパキクイの芳三入合ノ1，;容のÍJ{[Ï iJH は 153~53% の/11/であってやや多湿の部分

にも穿入しうるが，その迎合成率1/む同は 116~53% のようである。

b. ヱゾキクイ

Fig. 5 No. 1 ~)，'1査本によるとヱゾキクイ穿入合水率の1/む闘は 179~58% の/11/ に Zうるが合

水率の高い方が母孔の需度が高い。 また Fig.8 についてみると No. 4 ;v植木は折田生Ji:ア

カエゾマツであって p その合氷率は 175~138% の [:11 にあるが，全幹し、で夕、れの部分にむいても

エゾキクイの穿入を認めた。以上の事実よりヱゾキクイの泊合水率は 175~138% 附近のよう

である。

また，本種にきわめて近縁のアカヱゾキクイ (Polygrσρhus gracilis Nrrs:::\L\) は主とし

て衰弱または枯死せる校条部あるいは樹柏部附近Icf<子んで、穿入するものであるが，本;{I，'J査に沿

いても Fig.6 に示すように相頭1f!)に穿入し，その迎合;J，率範倒は 76~39% のようである。
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Fig. 6 ェグマヅ辺材部の合7.K率と

キクイムシとの関係

No.2 調査木野上経営区政グ廿エゾマヅ

枯立被害木(樹奨褐必fJÝ~溶 I'/J)

昭和] 17 年 8 月下旬制査

アカエヅマツ辺材部の含水率と

キクイムシとの関係

No. 1 調査木野上経営区産アカエゾマヅ
枯立被害木(和!薬禍~fJ見落中)
昭和 17 年 8 月ド旬調査

Fig.5 

)Jj{川真幸氏2川主「ヱグキクイムシ(土木虫類の~lS"-生前までは全くキクイムシ公よび他虫の寄生

を認めえなかった部分ゐよ ο冷却工の風仔iJ*に詣入せり。生~:木に議入するに至りしは 5 月 27

また佼条1\flに室入すu以降なり。寄生11日分は主に幹部にして他極殊にヤツパキクイと出:(r.:しp

るととあり」と述べられた。すなわち，従来アカヱゾキクイは主として衰弱または拍死せる校

ヱゾキクイは阿川真幸氏設のごとく生立木ま条部または樹梢部附近に好んで穿入するに反し，

とれはいかなる関係に )II~ くや今までたは潟市下な伐倒イ乏をM.むととは J;II られたととろであるが，

不明であった。

アカヱゾキクイヵ迎合水率は今/ù1の訓査によりヱゾキクイ穿入迎合水率は 175~138% ，

後者ーは乾燥せる部分を女子むに某くものであるととが76~39% で，前三K'は多湿の部分を好み，

判明した。

トドマツキクイC. 

Fig. 7 によればトドマツキクイのす:入合水率の範凶は 145~45% である。すなわち，本部

は生立イくからわ怯

立子んで寄生するととを示した。

ととに45記すべきととは，本調査二本はすでに述べたように 8 月下旬いまだ禄葉着生し，外観

上生立木として取り扱わるべきものなるにかかわらや，かくのごとく樹皮下i亡命いてトドマツ
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1~ 

アカアカエゾマツ辺材育1\の含水率と

キクイムシとの関係

調査木野上経営区跨アカエゾマツ

生立折損木
昭和 17 年 8 月下旬調査

b 5 10 官

密島町

Fig.8 

No.4 

市 20

Fig. 7 トドマツ辺材部の含水率と

キクイムシとの関係

調査木 野上縫常区産トドマツ生立木

昭和 17 年 8 月下旬調査

8 10 但 14.陥

商早知j

No.3 

との緑~は翌年の夏までに的問者[í より失第にキクイの被;与をとゐむりつつあるととであって，

黄変乃至招変し， rりJf大は純然たるお!i民木として取り扱われるようになるであろう。

要摘H
H
且

τ
勘
『

本調査;j;-上びl試験にむいて新しく知|りえた事実のみを摘録すれば共のと沿りでるる。

トドマツに寄生するキクイムシは各店主'FI ごとに辺;{'1竹1Iにむけアカヱゾマツ pヱソマツ，1) 

る合水率に関係があり，虫害*の樹・tí'ì1'ilíの 7]\分は次第に失われている。

エゾキクイの穿入に越する辺材部の合水率は 175~138% であって多湿の部分を好む。2) 

ヤツパキクイは辺材部の合水率 150% まで穿入した例があるが，穿入Ici必ずる合水率は3) 

116~53% であって，湿度1[ 1 Mf乃王i吃燥部分を好む。

アカヱゾキクイの穿入にjj_益する泡材部の合水率は 76~39% で乾燥せる部分を好む。4) 

生立木から Wîトドマツキクイの穿入に泊する辺材部の合水率は 145~45% であって p5) 

ffiに近い衰弱木まで寄生する。

ー=百結¥lll 

トドマツ原生林にたいて大径木がキクイムシの寄生

をうけている i依すなわち，丘l守中，Iî死直前に:t3-ける樹高別，辺材?郊の合水率と主要キクイムシ

アカヱゾマツ，以上北伊対立のエゾマツ，
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寄生との関係を lifJ らかにせんがため，北rFJ.J1i紋))IJ加盟r.上経'þ.;， 区 49-50 林JijU乙必いて訓査ゐよ

び、i試験を行った。

そのあ'f;!.l Uijf しく ):11 りえた:[JiJJi Iまずで1こがj裂に本fいて述べたとむりであるわ今これらの'lW~Jl:実

を必礎としてjじがj二むの1!;{生材、の Jjj り批いについて少しく批論を ;-fAみよう。

苦手孔出の被!t~::は老齢のメくf.{;生林を択fJとし，竪Ic1 J を政壊せる場合に発生しやすい。とれは{えね?

にともない残{{~三に対する手!:政な防止の J!H身、j まよよび}!li~仰が樹体内のノj三分欠乏をうながす結果か

らである。ヱゾマツ，アカエゾマウ林の場合に;J;'、いては光歩多湿を好むヱゾキクイ穿入し，さ

らに乾燥の進むにしたがいヤツパキクイが穿入して布il托せしめる。もちろん，樹木の乾燥仰Jf

に応じ:M:初からヤツバキクイの笥:生によってのみあli托する;均介もあるととはおな裂で‘全ßぺた事実

より :}(U:1lしうるであろう。

トドマツキクイはトドマツの生立木から 1'ilj折本に至るまで寄生しているが，作iこ f.li:.J 12やJ!lil仔~J

にともない残存木に対する急激な|らb7t JJ !!(洲本r よび、 J!li~l;Y(jが位J休内の水分欠乏をうながした場

介， あるいは者去， 被圧， 他山の力11'よ:その他等で去勢にftíi きつつある生立本に灯んで力1\'[;:す

『

~O)。

北海道の天然生林の択伐に土八、て ， q守にエゾマツ，アカヱゾマツ， トドマツヨ干のをkf丞イ〈を

いかなる杭1j[..)d~JI"1帰年まで残存せしむべきかは， ~.林.永4μう分}州椛一f成皮とそのH時寺代の穿孔l以l久lの干問l辛R除王お定j'日伐他a自、

3特緒守守n皮i立E剖d並kびに{伐えJ咋1主tにともなう残干存Fオ木三の1乾屯t燥主栄iに関係するものでで、品bうるカか通ら， 今後各H[の場 rI'liについて

研究の裂がある。
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Motonori horn;: Studies on the Relation between Bark Beetle 

Attack and Moisture Content of the Sapwood of Coniferous Trees 

in the Pril11eval Forest in Hokkaido. 

Résumる

The bark beetle attacking coniferous trees :cre the most serious pest throughｭ

out the primeval forest in Hokkaido. During outbreaks these insects attack 

vigorous, healthy and weakened trees and frequently , as a result of their 

destructive work, extensive stands of coniferous timber are practically wiped out. 

According to the writer's investigations. in Hokkaido the relation between 

bark beetles and host trees are shown in the iollowing table. 

Scientific name of 
bark beetles 

(1) 1戸s tyρogra/Jhus L. f. 
jatoniC1ls Nn80rA 

(2,) PolygraPhus jezoensis 
NITRBri¥ 

(3) Poly耳打ψhus g円lcilis 
NITRDIλ 

(.t) Cry�turgus tuherous 
NηRT，IA 

(5) Cry戸halz日 Piceae
RA~'7，ßJlUnG 

(6) Pol Yffra戸hus proximus 
Br.A)fD1<'( mD  

Scientific name oi ]apanese nam己 of
host trees host tr巴es

I (1) Pic引1 jezoensis CλlW. (1) Ezomatsu 

I , (2) Picea Glehni M.'. f"l'E Jl円 (21 Almezomatsu 

• ( (3) Abies mayriana (3) Todomatsu 
! i MrYAHE et Kuno 

(t) Abies sachalinensis (.1) Akatodomatsu 
FR. S(']nr 

1n Hokkai c1o , there exsits a few literatures regaτding the economic aspect of 

these insects, but the knowledge on the relation between bark heetle attacl< and 

moisture content of the sapwood of coniferous trees is still rather 111巴agre.

This is the reasion the writer has undertaken the present study. 

The investigations were carried out frol11 1941 to 1942, in mountain regions 

of Kitami Province , the Nogami working-unit of the national forest , Hokkaido. 

1n order to learn the range of the moisture content of the sapwood and 

cambiu111 in which the beetles grow, four trees were selected and felled in late 

August , 1942. There were signs of infestation from l11any leaves of faded 

colour in trees 1. (Ezol11atsu) and 2. (Akaezomatsu) , but in spite of the beele's 

attack, there were no signs of infestation in trees 3. (TodOlτlatsu) and 4. 

(Akaezomatsu) which had many leayes of fresh colour. 

After the branches of the tree were cut down, the trunl< was marked off 

with chalk. at intervals of two meters, and from these portiom: were cut off 

pieces measuring 15 Cl11. by 15 cm. an�' 2 cm. thick. The writer has measured 

the moisture content of these trees by using thus freshly exposed pieces，日md
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determined the percentage of moisture based on oven dry weight at intervaIs of 

two meters in Iength by foIIowing formula. 

Formula: 

Original wei豆些ご空':"_~l!_-_2-!"L"!~坦!!!__ x 100 = x %' 
Oven-dry we刕ht ---__ --/" 

The result of the experiments is shown in table 1. 

On the other hand , the writer investigated the density of the mother gaIIeries 

of these beetles per 15 centimeter squa問 piece which is just the same as the 

above mentioned one. 

The results of investigation are shown in tables 2 to 5. The relation 

between bark beetle attack and moisture content of sapwood has been considerεd 

in graphs 5 to 8. 

1) The writer believes that the results obtained are sufficient to show the 

approximately correct relationship between bark beetle attack and the moisture 

content of the sapwood. 

2) The moisture content suitable to Polygraρhus jezoensis NnSD[λwas 

175~138.%，; and the heigh moisture content seems to be favourable to this 

beetle. 

3) The moisture content suitable to 1ρ切りρograρhus Lr:¥xﾍ-; f. j aρonicus 

NUST�1A was 116~53%; even if this beetle occasionally prefers a moisture content 

of 150%, it seems that the above mentioned moderate and Iow moisture content 

is more favourable to it. 

4) The moisture content suitable to Polygraρhus gracilis NLISBfA was 

7G~39%; and the low moisture content seems to be favourable to it. 

5) The moisture content suitable to Polygraρhus ρroximus BL_\N1WOl山 was

14号 ~45%. Therefore it seems that this beetle attacks t1"εes ranging from 

healthy to very weakened conditions. 


